
（様式２）

※１～６：所管課記入、７：指定管理者記入、８～９：指定管理者及び所管課記入、10：指定管理者及び所管課記入（実施した場合）

所管部・課 県民文化部文化政策課

指定管理者 株式会社フードサービスシンワ

１　施設名等

住所 佐久市猿久保５５

施設名 電話 ０２６７－６８－２８１１

ホームページ http://www.sakusouzoukan.com

２　施設の概要

設置年月 昭和55年12月 根拠条例等 長野県都市公園条例

・創作室等１４部屋（１階：５部屋、２階：９部屋）・個室４部屋

・電気・灯油窯室、木工芸室、備品保管庫等

・食堂

･駐車場６５０台（公園利用者と共用）

開所日 毎週水曜日休館

開所時間 9:00～22:00

３　現指定管理者前の管理運営状況

期　　間 管　理　形　態 管理受託者又は指定管理者等

～平成17年度 管理委託

平成18年度～平成20年度 指定管理

平成21年度～平成23年度 指定管理

平成24年度～平成28年度 指定管理

平成29年度～令和3年度 指定管理

４　報告年度の指定管理者等

指定管理者 指定期間

選定方法 公募（応募者数：1）

５　指定管理料（決算ベース）

※（Ａ）：当該年度、（Ｂ）：前年度（以下同じ）

34,656 千円 千円 ▲ 431 千円

６　指定管理者が行う業務

・施設及び設備の維持管理に関する業務

・創造館の利用の許可及び利用料金に関する業務

・文化の振興に資する事業の企画及び実施に関する業務

・上記業務に附帯する業務

７　利用実績等

（１）利用実績【指標：利用者数】 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和3年度（Ａ） 5,613 5,471 5,794 6,416 3,100 2,856 6,046 7,391 5,771 2,383 1,280 5,187 57,308

令和2年度（Ｂ） 1,894 484 3,843 6,127 6,584 5,346 10,048 11,263 7,980 1,928 3,961 5,091 64,549

（Ａ）/（Ｂ） 296.4% 1130.4% 150.8% 104.7% 47.1% 53.4% 60.2% 65.6% 72.3% 123.6% 32.3% 101.9% 88.8%

増減要因等

（２）利用料金収入 （単位：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

令和3年度（Ａ） 551 530 529 495 234 227 618 675 523 282 173 590 5,427

令和2年度（Ｂ） 268 66 387 411 356 356 522 573 364 167 396 486 4,352

（Ａ）/（Ｂ） 205.6% 803.0% 136.7% 120.4% 65.7% 63.8% 118.4% 117.8% 143.7% 168.9% 43.7% 121.4% 124.7%

増減要因等

指定管理者制度導入施設の管理運営状況　【対象年度：令和３年度】

利用人数は前年度比約11%減でした。これは、新型コロナウイルスの影響による休館措置を含む自主事業及び大規模
なイベント、定期的使用団体の利用自粛などの影響です。

設置目的

施設内容

利用料金

財団法人長野県文化振興事業団

長野県佐久創造館

・101号室（一部使用：一人50～100円、全部使用：1,900～41,000円）　・その他創作室（100～4,400円）
・備品（150～2,000円）　・陶芸用釜（1時間300円）、電気器具（１kw以内1時間20円）

株式会社フードサービスシンワ

株式会社フードサービスシンワ

住民福祉の増進に寄与することを目的として、一般住民に文化活動の場を提供するため。

増減
理由

株式会社フードサービスシンワ

35,087

平成29年4月1日　～　令和4年3月31日（5年間）

利用料収入は前年度比約25%増でした。これは、新型コロナウイルスの影響による休館措置を含む自主事業及び大規
模なイベント、定期的使用団体の自粛などの影響を受けながら新規の利用者が増えたことが原因です。

新型コロナウイルス感染症の影響額が減となり、指定管理料への反映額が減少したため。

令和３年度（A） 令和２年度（A） 差（A）－（B）

株式会社フードサービスシンワ

株式会社フードサービスシンワ
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（３）利用料金見直しの状況（前年度と比べて）

見直しの有無

（４）開所日・時間の見直し等の状況（前年度と比べて）

開所日数 開所時間 見直しの有無見直した場合はその内容

令和3年度（Ａ）：329日 令和3年度（Ａ）：9:00～22:00

　 令和2年度（Ｂ）：341日 令和2年度（Ｂ）：9:00～22:00

（５）サービス向上のため実施した内容

２．暖房の稼働は期間が定められておりますが、期間外であっても利用者の要望に応じて暖房の稼働を実施しました。

（６）その他実施した取組内容

（７）利用者の主な声及びその対応状況

１．トイレの洋式化を望む　→対応：既定予算の範囲で１年に１か所ずつ和式から洋式化へ改修していきます。

８　管理運営状況（実施状況及びそれに対する評価を記入） ※項目は施設の状況に応じ加除修正してください。

評価

利用予約は先着順で受け付けています。利用希望日が重
なった場合などは、利用サークル間での話し合いを重視する
等を通して、平等な利用を確保しました。

２．年中無休化　→対応：休館日であっても、展覧会等の日程上など必要に応じて開館するようにしています。ただし、施設整備・保守管理の事
情で最低限の休館日は必要なため年間20日間程度は休館しています。

A

自主事業
地域と連携した特色ある事業や、より良い文化教育を
見据えた育成事業など魅力ある自主事業が実施され
ており、施設の設置目的に寄与している。

A

施設利用方法の改善や整備を行い、利用者の立場に
立ったサービス向上の取組ができたと認められる。

・館長1、企画運営担当1、指導員3，事務員3，施設設備担当
1，清掃3の計12名で管理運営をしました。文化事業の専門家
（音楽・演劇）を配して文化事業を積極的に実施いたしました。

見直した場合はその内容

施設の目的に
沿った管理運
営

無

１．休館日は毎週水曜日ですが、展覧会の開催日数などに配慮して水曜日であっても開館日にするなど、利用者の利用内容に応じてきめ細か
い日程調整をして休館日を極力少なくしております。また、利用目的に応じて早朝・深夜に開館するなど利用者の利便性に配慮しています。

B

所　　　管　　　課

職員・管理体制

・コロナ禍の影響で1講座、2企画事業が中止になりましたが、
事業計画書に基づく自主事業（自主講座「創造のための講
座」を16講座、企画事業の1事業、実行委員会形式事業の11
事業）を実施しました。
・佐久市文化事業団等と構成する＜創ろう！広げよう！佐久
のハーモニー！＞事業は＜音楽と演劇で創る佐久のハーモ
ニー＞として音楽部門と演劇部門とに分け、＜音楽部門＞で
は、プロの演奏家と佐久創造館合唱団、年間を通したクリニッ
ク（演奏指導）を受けた地元中学生が共演するフルオーケスト
ラとのコンサート（佐久のハーモニーコンサート）の他、リトミッ
ク・クリニック・ワークショップ、文化施設公演、マルシェ演奏会
を実施しました。＜演劇部門＞では、廃校の小学校を活用し
た演劇公演の他、演劇塾の開催、能紹介を含む「能の楽しみ」
と地元劇団とプロ劇団、高校演劇4校による「佐久のハーモ
ニー演劇祭」8公演を実施しました。
・佐久創造館共同・連携制作支援事業として、結成7年目にな
る「佐久少年少女合唱団」を引き続き育成しました。「佐久の
ハーモニーコンサート」に出演しました。

B
仕様書及び年度計画書に基づく、適正な職員配置が
行われている。

B
平等な利用の
確保

項目

無

１．（７）の利用者の主な声及びその対応状況で述べているとおりですが、その他、夏季に冷房設備の導入を望む声が大きいです。全館冷房は
無理ですが、既定予算の中で部分的に導入を図っていきます。

基本協定書、仕様書及び年度計画書に基づいた管理
運営が実施されたと認められる。

指　定　管　理　者

・協定書、仕様書及び年度計画書に基づき、施設の設置目的
に沿った管理運営を実施しました。
・平成30年3月に策定された長野県文化芸術振興計画に則
り、県民の文化芸術を支える拠点施設として創作活動や発表
の機会を提供するとともに、各種講習会等の開催により創作
活動の向上と指導者の育成を図り、文化芸術を楽しみ、創る
人づくり、地域へのアウトリーチ活動を積極的に展開しました。

利用者サービ
ス向上の取組

・展覧会などで必要に応じて利用者から開館や時間外開館の
要望があった場合や利用内容から開館した方が望ましいと判
断できる場合は、休館日の開館や朝の開館時間を早めて対
応するなど利用する側の立場になって対応しています。
 ・利用希望時間が利用時間帯（午前・午後・夜間の時間帯）に
合致していない場合は、利用目的に応じて利用料金の弾力的
適用を図りました。（就学児童等への配慮など。例：16時頃か
ら18時頃までの利用など）
・本館は冷房設備が無く、利用者から冷房の導入を強く求めら
れていますが、昨年度に引き続き既定予算の範囲で施設の
一部に冷房設備を設置し、利用者の要望に添った運営を図り
ました。

平等な利用の確保ができたと認められる。
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＜評価区分＞ Ａ：仕様書等の内容を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ｂ：おおむね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理運営が行われている。
Ｃ：仕様書等の内容を下回る項目があり、さらなる工夫・努力が必要である。
Ｄ：仕様書等の内容に対し、重大な不適切な事項が認められ改善を要する。

９　施設管理運営の課題

項　目

10　第三者評価で指摘された事項の管理運営等への反映状況（第三者評価実施年度の翌年度以降に記載）

【実施年月日】

所管課

総合評価

概ね仕様書等の内容どおりの成果があり、適正な管理
運営が行われている。また、事業の実施に当たっては
財源の確保に工夫を凝らすなど、積極的な姿勢が認め
られる。

所　　　管　　　課

利用時間について、利用者のニーズに応じた柔軟
な対応をしているが、利用料金や利用時間をどのよ
うに運用していくかを県側が示しておくべきではない
か。

利用者のニーズを把握し、柔軟な対応ができ
るよう指定管理者と協議しながら取組んでい
く。

令和元年11月14日

第三者評価における指摘・意見等

施設の管理運
営の課題

管理運営等への反映状況

　令和元年度は台風19号等の自然災害、コロナ禍による自粛
などがあり、令和2年・3年度はコロナ禍の影響が大きく、いず
れも事業規模の縮小がありました。コロナ禍は今まで経験して
いない事項でしたが、自然災害等による影響を受けない安定
的な運営を図ることが重要です。
　令和3年度に佐久創造館は令和5年度末で閉館するという方
針が出されました。　通常年度の課題であれば、施設の老朽
化対策や新規事業の策定、利用者の老齢化対策等多くある
のですが、閉館に向け、利用者からの理解を得ることや他の
施設へのスムースな移行を実現していく記念事業の実施など
佐久創造館が東信地域の文化活動の拠点であったことを証
することが重要と思っております。

指定管理者

・安定的な管理運営ができるよう、引き続き状況に応じた事業実
施方法の検討をお願いしたい。

収入40,419千円に対し、支出40,419千円であり、収支は均衡し
ています。

指　定　管　理　者

収支のバランスが取れた館運営が行われている。 B

貸館事業収入が前年度に引き続き下回りました。これは、新
型コロナウイルスによる休館措置等の影響です。昨年に引き
続き自主事業では、中・高校生への演奏指導や演劇祭へ高
校生が参加すること、結成7年目の「少年少女合唱団」、能・演
劇講座・演劇塾などの人材育成に成果がありました。また、佐
久市文化事業団と連携する事業を積極的に実施し、地元の文
化振興に参画するなど、積極的な管理運営を実施していま
す。東信地域の県の文化施設としての設置目的に合致した運
営を実施しました。
自主事業においては、「長野県元気づくり支援金」及び文化庁
「ＡＲＴＳ　for the future」の公的資金の助成をいただき（総額
6,760千円）総額11,464千円の事業を行いました。

B

利用者の高齢化に伴い、施設のバリアフリー化も喫
緊の課題ではないか。

所管課と協議し、座椅子設置を含めた施設
のバリアフリー化を推進していきます。

施設のバリアフリー化に対しては、指定管理
者と協議しながら、改善に向けて取組んでい
く。

自主事業などの情報発信においては、SNS
（Twitter、Facebook、Instagram)の活用を検討しても
良いのではないか。

ＳＮＳの活用については、今後、県の文化芸
術発信サイト等を活用しながら、情報発信
に努めてまいります。

収支状況

利用者ファーストの運営がなされている分、職員の
勤務体制の維持が課題でないか。

自主事業の充実や利用者サービスへの対
応について、限られた職員数で対応してお
り、勤務ローテーションの弾力的運用を通し
て勤務体制を維持していきます。

利用者サービスとの均衡を図りながら、弾力
的な勤務体制による運用をお願いしたい。

SNSの活用や県の広報媒体などを活用しなが
ら、効果的な情報発信の取組をお願いした
い。

利用環境について、収納場所不足の改善や、高齢
者正座用の椅子を準備すること、全館冷暖房を完
備することなどは、早急に取り組むべき課題であ
る。

収支のバランスの取れた館運営がされているが、繰
出金や本社経費の出し入れによるところも考えら
れ、今後、更なる収入の増加を図る取組（事業）を
実施していていくことが課題でないか。

文化芸術事業はそれ自体では収支のバラ
ンスをとることは困難で、国等の事業補助な
ど公的資金を活用しながら収支の均衡を
図っていきます。

積極的に補助金等の助成申請を行い、財源
の確保に努められている。引き続き、収支の
バランスを図りながら、安定的な館の運営を
お願いしたい。

全館冷房については、指定管理者独自の
対応は難しい。既定予算の枠内で整備して
おり、今後は体育館や廊下、フリースペース
箇所等を除いた利用室全室の冷房設置が
整備される予定です。

利用者の安全等に十分配慮した環境整備を
お願いしたい。全館の冷暖房完備について
は、指定管理者と協議しながら検討していく。
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